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研究成果の概要（和文）：本研究は、我が国でも重要な課題といえる内部統制報告制度およびその監査制度の意義ない
し制度的な効果について、理論研究、規範研究、実証研究、および実験研究という４つの研究方法からアプローチする
ことを目的とするものである。そして、具体的な検討対象である内部統制監査制度の意義や効果を各方法論から多面的
に分析していくだけでなく、各研究方法の根底にある基本的な立場を明らかにし、究極的には、監査研究における各研
究方法の相互理解ないしコラボレーションの可能性を模索していくことを目指すものであった。3年間のプロジェクト
の結果、多面的な方法論から、ワークショップ開催、学会発表、論文執筆をおこなうことができた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to study the significance of the internal control 
auditing system. Especially our great feature is an approach from the four methodologies. Through three 
years of the project, we had workshops, conference presentations, and some research papers.

研究分野：会計学
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１．研究開始当初の背景 
 本研究は、我が国の内部統制報告制度およ
びその監査制度（以下、単に「内部統制監査
制度」と略す）の意義ないし制度的な効果に
ついて、「理論研究（モデル分析）」、「規範研
究」、「実証研究」、および「実験研究」とい
う 4つの研究方法からアプローチすることを
目的とするものである。なお、本研究は、日
本会計研究学会特別委員会『監査論における
現代的課題に関する多面的な研究方法につ
いての検討』（平成 23 年 10 月-平成 25 年 9
月）での予備的活動をその基礎としている。 
 これまで、監査論の分野では、共通の研究
対象でありながら、研究方法が異なるという
ことから、各研究者の研究成果が、ほぼ研究
方法の違いごとに分離分類されて評価され
てきた感がある。その結果、監査研究者にと
って、自らの研究上の立場が広く理解されず
に、視野の狭いものであるという批判を甘ん
じて受けなければならない状況がしばしば
見られた。 
 しかしながら、異なる研究方法を相互に理
解することができれば、同一の研究対象をよ
り多面的に理解することができるし、また、
方法論上の相違から生ずる不必要な議論を
排除し、より意味のある論議をなすことがで
きるため、その研究水準も確実に高まること
が予想される。そして実際、財務会計領域で
は、このような方法論に関する議論はこれま
で数多くなされてきた（例えば、Demski 
2007）。しかしながら、監査領域においては、
このような議論はそれほど活発になされて
こなかったように思われる。 
 我々は、こうした問題意識をもとに、平成
23年 10月から約１年間、監査研究を暫定的
に「理論研究（モデル分析）」、「規範研究」、
「（アーカイバル型）実証研究」、「実験研究」
に分け、各研究方法の根底にある基本的な立
場（価値基準など）を明らかにするとともに、
各研究方法の限界や各研究方法間の異同を
明確化する予備的検討を行なってきた。そし
て、我々は、その暫定的な成果を、2012年 8
月 30 日日本会計研究学会全国大会（於一橋
大学）における特別委員会報告『監査論にお
ける現代的課題に関する多面的な研究方法
についての検討』（委員長：瀧田輝己）およ
びその『中間報告書』（全 143 頁）において
明らかにした。 
 しかしながら、我々は、そのような予備的
検討を行う中で、このような方法論上の議論
は、個別具体的な経済事象ないし経済制度を
検討素材として再検討されなければならな
いということを痛感した。つまり、具体的な
経済事象や制度に対して、理論、実証、実験、
規範という異なる視点から同時にアプロー
チし、具体的なコラボレーションを図ること
で初めて方法論上の議論は実りあるものに
なると思われるのである。 
 そこで次に我々が「具体的な検討素材」と
して注目したのが、我が国の内部統制監査制

度である。すなわち、内部統制監査制度は、
その導入の段階から、理論的意義や制度のコ
ストベネフィットなどを巡って、様々な議論
がなされてきた。そして現在は、実際に制度
が導入されてから数年が経ったこともあり、
実務の場においても一定の落ち着きが見ら
れるようである。そしてそのような落ち着き
が見られる現在だからこそ、改めて、内部統
制監査制度の意義や効果を改めて検証して
いく作業が求められると考えられるため、
我々は、内部統制監査制度について、4 つの
視点からアプローチすることにする。 
参考文献：Demski, J. S. (2007) “Is Accounting an 

Academic Discipline ?”Accounting Horizons, Vol.21, 

No.2, pp.153-157. 

 
 
２．研究の目的 
 本研究は、我が国でも重要な課題といえる
内部統制報告制度およびその監査制度の意
義ないし制度的な効果について、「理論研究
（モデル分析）」、「規範研究」、「実証研究」、
および「実験研究」という４つの研究方法か
らアプローチすることを目的とするもので
ある。そして、具体的な検討対象である内部
統制監査制度の意義や効果を各方法論から
多面的に分析していくだけでなく、各研究方
法の根底にある基本的な立場を明らかにし、
究極的には、監査研究における各研究方法の
相互理解ないしコラボレーションの可能性
を模索していくことを目指すものである。 
 
３．研究の方法 
 我々は上述の問題意識から、具体的には、
以下の４点を明らかにしていく。なお、以下
の４つの課題は、前述の予備的調査（2012 年
8月 30 日日本会計研究学会全国大会（於一橋
大学）における特別委員会報告『監査論にお
ける現代的課題に関する多面的な研究方法
についての検討』（委員長：瀧田輝己）およ
びその『中間報告書』（全 143 頁））を踏まえ
て、方法論間のコラボレーション可能性を見
据えたかたちで有機的に関連している。 
 
「課題 A：内部統制監査制度の規範的前提と
意義」 
 内部統制監査制度とはそもそも一体何で
あり、どのような規範的前提に立つものか。
また、監査人にはどのような倫理的視点が必
要とされるのか。 
 
「課題 B:内部統制監査制度の効果に関する
理論的予測（経済的帰結）」 
 内部統制監査制度の効果や帰結としては、
理論的にはどのようなものが予想され得る
のか。 
 
「課題 C:内部統制監査制度の実際の効果測
定」 



 内部統制監査制度が我が国にもたらした
実際のパフォーマンスはどうか。特に、コス
トに見合う便益が得られているのか。 
 
「課題 D：内部統制監査制度の監査判断と制
度設計」 
 内部統制監査制度全体のパフォーマンス
の背後にある監査人の実際の監査判断は、制
度が予測したものだったのか（理論が予期し
ていなかった意図せざる帰結は生じていな
かったか）。 
 
 そして上記の課題に関する規範（課題 A）、
理論（課題 B）、実証（課題 C）、および実験
（課題 D）分析を通じて、監査研究における
方法論のコラボレーションのあり方を提示
していく。 
 
４．研究成果 
 本研究プロジェクトの具体的目標は、①具
体的な検討対象である内部統制監査制度の
意義や効果を各方法論から多面的に分析し
ただけでなく、②各研究方法の根底にある基
本的な立場を明らかにし、監査研究における
各研究方法の相互理解ないしコラボレーシ
ョンの可能性を模索していくことを目指す
ものであった。3年間のプロジェクトの結果、
特に①を中心にして、多面的な方法論から、
ワークショップ開催、学会発表、論文執筆を
おこなうことができた。そのことを基礎にし
て, ②を考えるためのきっかけづくりは出
来たものと思われる。 
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